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軽度認知障害について 
正常と認知症との中間にあり、認知症の予備軍

と言われます。 

以前に比べて物忘れなどの認知機能が低下し、

日常生活はできますが、「お金の管理が難しくなる」

「料理の味付けが変わる」など、軽い能力の低下が

見られます。 

認知症 
 

認知症は、「成人以降、脳の器質的障害により記憶力、見当識、判断力などが低下し日常生活が困難となった状態」と定義

されています。65歳以上の高齢者のうち認知症を発症している人は推計17％で、2020年時点で推定約602万人あま

りであることが厚生労働省の調査で明らかになりました。 

また認知症の前段階である軽度認知障害の高齢者も約 862 万人と推計されており、65 歳以上の 4 人に 1 人が認知

症とその予備軍になるとみられています。 
 

＊ 老化による「もの忘れ」と認知症の違い 

 老化による物忘れ 認知症 

原因 脳の生理的な老化 脳の神経細胞の異常 

もの忘れ 
体験したことの一部分を忘れる 

（思いだすことができる） 

体験したことを全部忘れる 

（思いだせない） 

症状の進行 あまり進行しない 徐々に進行する 

判断力 低下しない 低下していく 

自覚 忘れやすいことを自覚できる 忘れることを自覚できない 

日常生活 支障なくできる 支障が出てくる 

 

＊ 主な認知症の種類 
 

アルツハイマー型 

認知症の半分以上を占めます。神経細胞が壊れることで認知機能に障害が起こり、徐々に脳全体が 

委縮し身体の機能も失われます。記憶障害や判断力の低下、見当識障害などが主な症状です。 

早期の発見と治療で進行を緩やかにすることができます。 

脳血管型 

脳梗塞や脳出血、くも膜下出血などの、脳血管の病気によって認知症が起こります。 

脳血管障害の改善が重要です。障害のある脳の部分によって症状が変わります。 

脳の正常な部位もあるため”まだら認知”が起こり、感情のコントロールが難しくなります。 

レビー小体型 

初期の段階では物忘れよりも幻視が多く起こります。 

「いないはずの人がいる」「実際にはない虫などが見える」等と言う場合もあります。 

手の震え、動作が遅くなる、筋肉のこわばりなどの身体の症状も見られます。 

前頭側頭型 

患者数が少なく原因などわからないことも多くあります。物忘れより逸脱した行動が多くみられます。 

「同じ行動を繰り返す」「食に関する異常な行動」「集中力や自発性がなくなる」「ルールを無視して、 

自分の思うままに行動する」などが起こります。 

 

このうち約60％以上はアルツハイマー型認知症が原因で、約20％は脳血管型認知症によるものとされています。 

一般的に認知症=アルツハイマーと認識をされる方が多いですが、それぞれ症状や適切なケアに違いがあります。 

認知症の種類や特徴を知り、早期に相談機関等と繋がり支援を行っていくことが大切です。 

 

＊ 認知症の症状 
記憶力の低下  周囲の状況がわからなくなる 

新しいことが覚えられず、最近のことを忘れます。  日付・時刻、場所がわからなくなります。 

当たり前のことができなくなる  その人らしさがなくなる 

服が着られなくなり、家族の顔がわからなくなります。  短気な人がより短気に、粗暴や細かい人が無頓着になります。 

 

＊ 初期の頃に気づきやすい出来事 

 

 

 

 

 
 

 

・同じ事を何度も言い、何度も聞く ・人の名前が出てこない 

・置き忘れ、しまい忘れが目立つ 

・慣れた所でも迷う  ・時間や日付が不確かになった 

・字の間違いが多くなった  ・風呂にお湯を入れられなくなった 

・着替えに時間がかかるようになった 

・以前よりだらしなくなった  ・些細なことで怒りっぽくなった 

・日課をしなくなった  ・以前あった関心や趣味が失われた 
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埼玉県・さいたま市 

若年性認知症サポートセンター 

☎ 048-814-1212 

（月～金 午前9時から午後4時） 

認知症所沢家族の会 

ご家族同士の情報交換や語り合

いの場所です。 

詳細は55ページへ 

＊ ＢＰＳＤ（認知症の行動・心理症状） 

記憶力の低下など認知症の初期から見られる中核症状と、環境要因・身体要因・心理要因などが相互に作用して発生する、

様々な心理症状や行動障害はＢＰＳＤと呼ばれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

＊ 認知症の重症度とＢＰＳＤ 

 認知症中核症状の一例 ＢＰＳＤの一例 

軽度 
物忘れが始まる・言葉が出てこない 

知らない場所で迷子になる・日時が曖昧になる 

意欲の低下・興味関心の低下・気分の落ち込み 

不安感・怒りっぽい 

中等度 
最近の出来事を忘れる・地域で迷子になる 

身の回りの世話が必要になる 

質問を繰り返す・後追い・突然叫ぶ・徘徊や睡眠障害 

幻覚や幻聴・不適切な行動・攻撃的 

高度 
時間や場所がわからない・家族や友人がわからない 

食事に介助が必要・トイレを失敗する 

介護者への攻撃(暴力) 

自宅内をひとりで移動できない 

 

＊ 若年性認知症 
若年性認知症の人数は2020年の調査で人口10万人当たりの有病率は50.9人であり、診断   

を受けている人は35,000人程度であると推定されています。 

認知機能の低下に気づいたのは平均 54.4 歳です。早期発見、早期治療を行い、本人、家族だけ

で抱え込まず将来に向けて支援者と繋がることが大切です。 
 

＊ 若年性認知症の特徴 
周囲への影響 

仕事や家事など一家の中心的な役割を持つことも多く、周囲への影響が大きい。 

経済的な打撃 

過去の調査では発症後7割の人が「収入が減少した」と答えている。 

能力のアンバランス 

認知症により低下した機能と、まだ高度に保たれている能力に差がある。 

 

＊ 介護をする方が燃え尽きないために 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 
 

 

 
◆心理症状◆ 

興奮・不穏・不安・抑うつ 

不眠・意欲低下・自殺念慮 

昼夜逆転・物盗られ妄想 

幻覚・誤認・易怒性・攻撃性 

◆行動症状◆ 

徘徊・まとわりつき・多動 

帰宅要求・不潔行為脱衣 

収集癖・過食・拒食・大声 

暴言・暴力・常同行為 

認知症の中核症状 
記憶障害 ・見当識障害 

失行・失認・失語などの認知機能障害 

遂行機能障害 ・注意集中の障害 

ＢＰＳＤ 

・脳機能の低下は回復しないと考えて、怒らない、焦らない、あわてないこと 

・家族だけでは対応が難しい症状もあり、医療で対応することも一つの方法です 

・家族で全てを抱えることはとても困難です 

・介護保険など公的援助等を活用して負担を減らすことも大事です 

・介護者自身の心と体のケアを大切にしてください 

・休養や家族会、相談などで息抜きをしても良いのです 
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